道徳　授業参観の略案
　　　　　　指導者　田中 貴彦

金子 憲勝　　　
１　日時及び学級　　１０月１日水曜日

２校時（　９時５０分～１０時４０分）　１年３組
　　　　　　　　　　　３校時（１０時５０分～１１時４０分）　１年２組

　　　　　　　　　　　４校時（１１時５０分～１２時４０分）　１年４組

　　　　　　　　　　　６校時：１４時３０分～１５時２０分　　１年１組
　　　　　　　　　　※６校時は、市教育研究会道徳部会の研究授業と兼ねる。
２　場　　　所　　　４Ｆ　視聴覚室
３　資　料　名　　　「郷土の先人に学ぶ」の『心豊かな教育を目指した幼年会』と

　　　　　　　　　　「私たちの道徳」の『集団の中の役割と責任』　２時間扱い　２／２
　　　　　　　　　　　
４　道徳教育の領域と項目　

　　　　　　　　　　領域：主として集団や社会とのかかわりに関すること

　　　　　　  　　　項目：「集団の意義、集団生活の向上」「郷土愛、先人への尊敬と感謝」
５　内容項目の指導の観点
　　　　　　　　　　　前時で行った『幼年会』の活動や鈴木利貞さんの願いについて確認し、生徒たち自
身が所属する集団を「より良い集団にしていくために、これからやってみたいこと」
について考えさせる。
６　授業の流れ

	
	指　導　内　容
	参観のポイント

	導入
	・「座間の良いところ」について、考える。
	

	展開
	・「ざまっ子　八つの誓い」について、確認する。
・前時に行った『幼年会』が、どのような活動をした
のかについて確認する。
・『幼年会』の活動は、鈴木利貞さんの「どのような

思いや願いを実現する」ために行っていたのかにつ

いて各自で考え、その後全体に発表する。

・鈴木利貞さんの思いや願いを知り、自分自身が所属
する集団を「より良い集団にしていくために、これ
からやってみたいこと」について個人で考える。そ
の後、グループにして個人の考えを出し合い、その
考えを全体に発表する。
	・幼年会の活動について理解して

いるか。
・集団生活の向上のために何がで

きるのかについて考えている
か。

・考えたことをグループ内で発表

　できているか。

	まとめ
	・授業の振り返りを行う。
	


７　評　　価　　
　　　　　　　　　「集団生活の向上のために何ができるのか」について、考えることができたか。
８．評価材料　　　発言の内容、「ワークシート」や「私たちの道徳」に明記した内容
　　　　　　　　
「心豊かな教育を目指した幼年会」ワークシート１
平成２６年９月２６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年　　組　名前　　　　　　　　　　　
問１　鈴木利貞が生まれたのは、いつの時代ですか？


　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年　　　月　　日生まれ）
問２　子どものころの鈴木利貞さんは、どのような健康状態でしたか？　　　　　　　


問３　鈴木利貞さんは、座間の現状を変えていくためには、誰に教育をすることが村の
ためになると親友たちと話し合いましたか？　

問４　「夜のお話し会」が大きな反響を呼び、広く座間村全域からも、多くの子どもたちが集まってくるようになりました。この集まりのことを何と呼ぶようになりましたか？

問５　「座間っ子八つの誓い」の元になった「子どもたちの約束」は、何ですか？


問６　鈴木利貞さんや座間小学校の先生たちは、明治４１年（１９０８年）に子どもたちの自治を育てるために何をつくりましたか？


「心豊かな教育を目指した幼年会」ワークシート２
平成２６年１０月１日
　　　　　　　　　　１年　　組　名前　　　　　　　　　　　
問７　子どもたちは、鈴木利貞さんのどのような願いを実現させるために活動して

いましたか？

「心豊かな教育を目指した幼年会」ワークシート２
平成２６年１０月１日

　　　　　　　　　　１年　　組　名前　　　　　　　　　　　
問７　子どもたちは、鈴木利貞さんのどのような願いを実現させるために活動して

いましたか？




　　　　　　　　　　　　　　時代








